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1. はじめに
本研究では，「安眠する」，「女性とちょっとお酒を飲む」
のような経験を動詞句で表現したものを入力とし，その
経験ができる地物を検索する手法を提案する．
情報検索を行うユーザの意図の一つには，ある経験を
想定し，その経験を享受できる地物を知りたい，という
ものがある．たとえば，「コーヒーを飲む」，「本を買う」，
「安眠する」，「女性とちょっとお酒を飲む」などの経験を
想定する．そして，そのような経験を享受できる地物を
知ろうとするものである．そのような，「ある経験を享受
できる地物」を検索することを本研究の目的とする．
地物に関する検索において，Google Maps∗などの地
図ベースで情報検索を行う地理情報検索システムが普及
している．地理情報検索システムでは，主に，地物を表
す語が検索クエリとして用いられる．たとえば，「京都タ
ワー」のような，具体的な地物名で検索すると，地図上
に京都タワーの位置が表示される．「京都府京都市左京区
吉田本町」のような，地物の住所も検索クエリとして一
般的に用いられる．また，「喫茶店」や「居酒屋」のよう
な，ある種の地物を表す語を検索クエリとして用いるこ
とも可能である．このような検索クエリの場合，検索結
果としてクエリの語と関連が強い地物が比較的精度よく
地図上に表示される．　
従来の地理情報検索システムにおいては，「コーヒーを
飲む」や「本を買う」，「安眠する」，「女性とちょっとお酒
を飲む」というような経験の動詞句表現をクエリとして
検索を行った場合，検索精度はあまり高くない．そのた
め，ある「経験」が可能な地物を検索したい場合，ユー
ザはその経験の動詞句表現を検索クエリとはせず，たと
えば，「コーヒーを飲む」や「本を買う」などの経験を享
受したい場合にはそれぞれ，「喫茶店」，「本屋」といった
地物を表す名詞を思い浮かべ，これらの語を検索クエリ
として用いる．実際，これらの検索を行った場合，それ
ぞれの経験が可能な地物が検索結果として得られる．
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一方で，「安眠する」，「女性とちょっとお酒を飲む」な
どのような経験は，適切な地物を表す語を思い浮かべる
ことが困難である．「眠る」や「お酒を飲む」という経験
であれば，それぞれ「ホテル」，「居酒屋」などの，その
経験を享受できる地物を表す語を思い浮かべることがで
きる．しかし，すべての「ホテル」が「眠る」だけでな
く「安眠する」ことに適しているわけではなく，すべて
の「居酒屋」が「女性とちょっとお酒を飲む」ことに適
しているわけではない．このような，適切な地物を表す
語を思い浮かべることが困難な場合，ユーザは地理情報
検索システムに適切なクエリを入力することができない
ため，地物の検索をうまく行うことができない．
そこで本研究では，このような適切な地物を表す語を
思い浮かべることが困難な経験であっても，それが可能
な地物の検索を可能にすることを目的とする．たとえば，
「女性とちょっとお酒を飲む」のような経験の動詞句表現
を入力とし，たとえば「京都市 四条河原町」付近であれ
ば，「Ace cafe」や「鱗」のような，その経験を享受でき
る地物を出力するという問題に取り組む．
本稿では特に，入力で扱う経験の動詞句表現について，

「しっぽりお酒を飲む」や「女性とちょっとお酒を飲む」
などの，「お酒を飲む」という経験に関係するものに焦点
を当てる．また，出力である地物を，バーや居酒屋など
の飲食店に限定する．
経験の動詞句表現を入力として，その経験を享受でき
る地物を出力するという問題に取り組むため，地物（飲
食店）に対するユーザによるレビュー投稿サイト上のコ
ンテンツに注目する．このようなレビュー投稿サイト上
には，ある地物における，実際にその地物においてサー
ビスを利用したユーザの経験に基づくレビューが投稿さ
れている．そのようなレビューを解析することで，実際
その地物においてサービスを利用してみないと知ること
ができない，経験財についての知識を得ることができる．
たとえば，「しっぽり飲むのにいいお店です．」というよ
うな記述がレビュー中に存在すれば，そのレビューが投
稿されている地物において，「しっぽり飲む」という経験
が可能であると考えられる．このような，地物と経験の



対応関係を十分に抽出することができれば，地物による
経験の検索が可能となると考えられる．
しかし，既存のレビュー投稿サイトを用いるのみでは

十分な地物と経験の対応関係を抽出することができない．
まず，地物ごとに投稿されているレビュー数には大きな
ばらつきがあり，数百の投稿がなされているものから，
数件の投稿しかされていないものまである．この場合，
後者の地物に対する情報は不十分になってしまう．また，
経験によってはレビュー内に記載が少ないようなものも
ある．この場合，そのような経験についての情報は不十
分になってしまう．このように，既存のレビュー投稿サ
イトを用いるのみでは，地物と経験の対応関係を十分に
抽出することができない．
そこで本研究では，経験の意味類似性に注目する．た

とえば，「ちょっと飲む」と「少し飲む」という経験は，経
験の意味そのものが類似するので，「ちょっと飲む」こと
ができる地物においては，「少し飲む」こともできるし，
逆に，「少し飲む」ことができる地物では「ちょっと飲む」
こともできると考えられる．この場合，2つの経験には
意味類似性が存在するとする．一方で，「女性と飲む」と
「おしゃれに飲む」という経験は，経験の意味そのものは
類似していない．しかし，それぞれの経験を享受できる
地物の状況は似ていると考えられる．このような場合に
おいても，「女性と飲む」ことができる地物においては，
「おしゃれに飲む」ことができ，「おしゃれに飲む」こと
ができる地物においては，「女性と飲む」ことができると
考えられる．本研究では，このように，経験の意味その
ものが類似しているものだけではなく，経験を享受でき
る地物の状況が類似する経験どうしにも意味類似性が存
在するとする．このような経験の意味類似性を判定する
ことによって，地物と経験の対応関係を補う．そうして
得られた地物と経験の対応関係を用いることで，経験か
ら地物の検索を実現する．
そこで本研究では，このような経験の意味類似性を判

定する手法を提案する．経験の意味類似性を判定するた
め，レビュー中の経験を分散表現で表し，経験どうしの
類似度を算出する．この際，レビュー中の経験に関する
記述の周辺に記載された，その経験が可能な状況を表す
ような語の重みを大きくした上で経験を特徴づけ，経験
を分散表現で表す．そうすることで，経験の意味そのも
のだけではなく，経験を享受できる地物の状況が似てい
るものも類似するとした，経験どうしの類似度を算出す
ることができると考える．こうして得られた経験どうし
の類似度を用いて，経験の意味類似性判定を行い，地物
と経験の対応関係を補う．こうして，経験による地物の
検索を実現する．
最後に，これまでレビューから得られた地物と経験の

対応関係と，経験の意味類似性判定を用いた経験による
地物の検索手法について提案する．
本稿の構成は以下の通りである．2章では，関連研究
を紹介する．3章では，経験の意味類似性判定の手法に
ついて説明する．4章では，経験の意味類似判定を用い
た，経験価値を提供する地物の検索手法について説明す
る．5章では，実際にユーザに需要のある経験の収集手
法について説明する. 6章では，今後の課題について述
べる．

2. 関連研究
内田ら [3]は，たとえばデジカメの重さや大きさ，形
などの，使わなくても評価できる属性である探索的属性
から，持ち運びやすさや耐久性など，使って初めて評価
できる属性である経験的属性を推定し，経験的属性によ
るオブジェクトの検索を行った．使って初めて評価でき
るもので検索を行うという点では，サービスを利用して
初めて分かる経験で検索を行う本研究と類似する．一方
で，本研究では，レビュー中に記述のない経験について，
その可否を推定するのではなく，経験どうしの類似性を
判定することで補うという点で異なる．
倉島ら [4]は，人間の経験を (状況，行動，主観)から
なる情報と定義し，文章中から (時間，空間，動作，対
象，感情)を抽出し，人間の経験に関する興味深い知識
を発見する手法を述べている．人間が主体となる動作，
およびその対象を抽出し，マイニングすることで新たな
知識を得ようとしている点で本研究と共通する部分は大
きいが，倉島らの研究では，データマイニング分野で提
案されている，ルールの「興味深さ」指標を用いた相関
ルール抽出を行い，抽出した経験の中から状況に特有な
行動と感情を表現するルールを興味深いものとして発見
しているのであり，経験を享受できる地物を検索可能に
することを目的とする本研究とは異なる．
経験間の関係を抽出する研究も多く行われている．
竹内ら [5]は，動詞がとる項の間の関係に動詞の意味
を分解することによって多元的な意味記述を行う語彙概
念構造 (lexical conceptual structure (LCS))[2] のもつ
動詞間の包含関係に着目し，より詳細化した分類体系を
構築することで，動詞項構造の語義を多元的に記述する
動詞項構造シソーラスを提案した．
橋本ら [6]は，誰かが「離婚した」ならばその人は以
前に「結婚した」はずである，というような含意関係が
成立する動詞ペアを webから大規模に獲得するための
類似度尺度を提案した．橋本らは，同じような文脈に現
れる語は同じような意味を持つという分布類似度仮説に
基づき，条件付確率を考慮した上で，類似度尺度を提案
した．



本研究においては，経験そのものの意味だけではなく，
経験が可能な地物の状況に着目することで経験間の類似
性を判定している点で，前述の研究とは異なる．

3. 経験の分散表現による意味類似性判定
本章では，経験の分散表現による意味類似性判定の手

法を述べる．本研究における，経験の意味類似性とは，
「ちょっと飲む」と「少し飲む」のように，意味そのもの
が類似している経験間と，「女性と飲む」と「おしゃれに
飲む」のように，経験を享受できる地物の状況が類似す
る経験間に存在するものである．このような経験の意味
類似性を判定することによって，レビューから得られた
地物と経験の対応関係を補う．そうして得られた地物と
経験の対応関係を用いることで，経験から地物の検索を
実現する．
そうした経験の意味類似性を判定するため，経験を，

その周辺語で特徴づけた分散表現で表し，類似度を算出
する．経験を分散表現で表す際，その経験が可能な地物
の状況を表すような語の重みを大きくした上で経験を特
徴づける．そうすることで，意味そのものだけではなく，
経験が可能な地物の状況が似ている経験どうしも類似す
るとした類似度を算出することができると考えられる．

3.1 経験
本研究において，経験とは，動詞，動詞の目的語，少

なくとも 1つの修飾語句からなる組とし，経験 e，動詞
v，目的語 o，少なくとも 1つの要素を持つ修飾語句の集
合M を用いて以下のように表現する．

e = (v, o,M)

ここで，oはなくともよいとする．oがない場合は次
のように，Nullと表す．

e = (v,Null,M)

たとえば，「安らかに眠る」，「女性とちょっとお酒を飲
む」という経験はそれぞれ，

e = (眠る，Null，{安らかに })

e = (飲む，お酒，{女性と,ちょっと })

と表される．

3.2 経験の分散表現
本節では，経験の類似判定を行うため，経験を分散表

現で表す手法について説明する．ここで，本稿では，「女
性とちょっとお酒を飲む」のような「お酒を飲む」という
経験に伴うようなもののみを扱う．よって，常に，o =お

酒，v =飲むである．また，このような経験は，「お酒を」
という目的語がなくとも意味はほとんどの場合変わらな
い．たとえば，「女性とちょっとお酒を飲む」と「女性と
ちょっと飲む」，「おしゃれにお酒を飲む」と「おしゃれに
飲む」という経験の意味はそれぞれ同じである．よって，
これ以降は簡単のため，「女性とちょっとお酒を飲む」と
いう経験を，「女性とちょっと飲む」のように，o = Null

として表記する．
また，経験の類似性判定では，「女性と飲む」や「ちょっ
と飲む」のような経験を構成する修飾語句が 1つのもの
のみ扱う．「女性とちょっと飲む」のような，複数の修飾
語句からなる経験については，4.章の，経験を入力とし
地物を実際に検索する際に対処する．
経験を分散表現にするため，word2vec†を利用する．

word2vecは与えたテキストコーパスを学習し，各単語
をその周辺語で特徴づけ分散表現にする．この分散表現
を用いることで，各単語の意味を捉え，単語間の類似度
を算出することができる．
しかし，本研究で扱う経験は 1単語からなるものでは
ない．たとえば，「女性と飲む」という経験は，word2vec

の学習のためにテキストコーパスを形態素解析した際，
「女性」，「と」，「飲む」という 3語に分けられる．そのた
め，レビューに対して単に word2vecを用いるのみでは
「女性と飲む」という経験を分散表現で表すことはでき
ない．
そこで本研究では，「女性」という語と「飲む」という
語がレビュー中で近い位置に存在した場合，それぞれを
「女性と飲む」という経験を表すような記号に置換する．
このように，レビュー中にある 1つの経験を構成する語
が近い位置に存在する場合に，それらをその経験を表す
記号に置換する．そうすることで，形態素解析により複
数の語に分けられる経験についても，1つの語として学
習を行い，分散表現で表すことが可能となる．
たとえば，以下の文がレビュー中に存在する場合を考
える．

「女性といい雰囲気のカウンター席で飲む．」

この文は形態素解析により，以下のように単語ごとに分
解される．

「女性/と/いい/雰囲気/の/カウンター/席/で/飲む」

ただし，“/”は単語の区切りを表す．ここで，「女性と飲
む」という経験が「女性」と「飲む」という 2つの語に
よって構成されると考える．Ex0 という記号が「女性
と飲む」という経験を表すものとする．すると，上記の

†https://code.google.com/archive/p/word2vec/



表 1: 経験が可能な状況を表す語とその経験の例
経験が可能な状況を表す語 経験

カウンター おしゃれに
飲み放題 大勢で
落ち着いた しっぽりと
いい雰囲気 女性と
立ち飲み ひとりで
始発 朝まで

文は，

「Ex0/と/いい/雰囲気/の/カウンター/席/で/Ex0」

のように置換される．このように，学習コーパスの文章
中の経験をすべて記号で置換した後に，word2vecによ
る学習を行う．そうして得られた記号 Ex0 の分散表現
を，「女性と飲む」という経験の分散表現として扱う．
また，以下のように，同時に複数の経験を構成する語

が文中に存在した場合を考える．ただし，「ちょっと」と
「飲む」は 2語で「ちょっと飲む」という経験を構成し，
Ex1という記号が「ちょっと飲む」という経験を表すも
のとする．

「女性/と/いい/雰囲気/の/カウンター/席/で

/ちょっと/飲む」

このような場合は，以下のように，複数の経験を構成す
る語は複数の経験を表す記号に置換する．

「Ex0/と/いい/雰囲気/の/カウンター/席/で

/Ex1/Ex0/Ex1」

以上の手法を学習コーパスであるレビューに適用する
ことで，複数の語からなる経験を分散表現で表す．こう
して得られた経験の分散表現を用いて，経験間の類似度
を算出し，経験の類似性判定を行う．
3.3 経験が可能な状況を表す語
経験を分散表現にする際，経験が可能な状況を表す語

の重みを大きくする．そうすることで，意味そのものだ
けではなく，経験が可能な地物の状況が似ている経験ど
うしも類似するとした類似度を算出することができると
考えられる．経験が可能な状況を表す語の例を表??に
示す．
本稿では，レビュー中で「飲む」という語に直接係っ

ている語は，「お酒を飲む」に関係する経験が可能な状況
を表す語であると考え，そのような語を抽出する．
抽出した語は 3.2節で述べた，経験を分散表現で表す

際に，重みを大きくして経験を特徴づけるようにする．

表 2: 予備実験に用いた経験のすべて
ちょっと飲む さっと飲む 一杯飲む
ゆっくり飲む しっぽり飲む 静かに飲む
わいわい飲む 楽しく飲む 一人で飲む
ひとりで飲む 二人で飲む みんなで飲む
大勢で飲む がっつり飲む しこたま飲む
ジョッキで飲む 久しぶりに飲む 初めて飲む
おしゃれに飲む オシャレに飲む 美味しく飲む
たくさん飲む 朝まで飲む 旅先で飲む
昼間に飲む 昼から飲む 深夜に飲む
友達と飲む 連れと飲む 彼女と飲む
上司と飲む 同僚と飲む 先輩と飲む
息子と飲む サシで飲む 軽く飲む
ワイワイ飲む 独りで飲む 皆で飲む
安く飲む いっぱい飲む 朝から飲む
女性と飲む 取引先と飲む 会社帰りに飲む
大人数で飲む

表 3: 「ちょっと飲む」と類似する経験上位 5件とその
類似度

類似する経験 類似度
ゆっくり飲む 0.646

たくさん飲む 0.592

いっぱい飲む 0.582

女性と飲む 0.570

楽しく飲む 0.559

3.4 経験の類似性判定の予備実験
本節では，これまで述べた経験の類似性判定の手法に
対して実施した予備実験について示す．
まず使用したのは表 2に示す 46件の経験である．ま
た，word2vecにおける学習コーパスとしては，食べログ
の口コミ検索‡において，検索対象のエリアを「京都府」
に設定し，上記 46件の経験で検索して得られた 9,769件
のレビューを用いた．
その結果の一部を表 3と表 4に示す．それぞれ，「ちょっ
と飲む」及び「静かに飲む」という経験と類似する上位
5件の経験とその類似度である．

4. 経験価値を提供する地物検索
本章では，経験価値を提供する地物の検索手法につい
て述べる．経験の動詞句表現を入力として，その経験を
享受できる地物を出力するという問題を解決することが
本研究の目的である．そのような問題を解決するため，

‡食べログ 口コミ検索: https://tabelog.com/rst/rvwlst/



表 4: 「静かに飲む」と類似する経験上位 5件とその類
似度

類似する経験 類似度
ひとりで飲む 0.724

しっぽり飲む 0.687

おしゃれに飲む 0.670

ゆっくり飲む 0.660

オシャレに飲む 0.658

「経験-地物行列」という，ある経験がある地物において
可能であるという，経験と地物の対応関係を集約した行
列を作成する．十分な対応関係を持つそのような行列を
作成することができれば，経験から地物を検索するとい
う本研究の目的は達成されると考えられる．
そのような経験-地物行列の作成にあたり，地物に対し

てユーザがレビューを投稿するサイト上のコンテンツに
注目する．このようなレビュー投稿サイト上には，ある地
物における，ユーザが実際にその地物を利用した経験に
基づくレビューが投稿されている．そのようなレビュー
を解析することで，そのレビューが投稿された地物にお
いてどのような経験を享受することができるのかという
情報を得る．
本章では，レビュー投稿サイトを利用して経験-地物行

列を作成し，経験から地物の検索を行う手法について説
明する．

4.1 地物及びレビューの収集
地物及びレビューは飲食店へのレビュー投稿サイトで

ある食べログ§を用いる．このようなレビュー投稿サイ
ト上のコンテンツには，ある地物における，ユーザが実
際にその地物を利用して経験した内容に関する情報が記
載されている．たとえば，レビュー中に「しっぽり飲む
のにいいお店です．」という文があれば，そのレビューが
投稿されている地物において，「しっぽり飲む」という経
験が可能であることが分かる．そのようなレビュー投稿
サイト上のレビューを収集し，レビューが投稿された地
物において，どのような経験を享受することができるか
を分析する．
食べログでは，飲食店が複数のジャンルに分けられて

いる．¶ その中でも本稿では，「お酒を飲む」という経験
に伴う経験のみを扱うことから，以下のジャンルに分類
されている飲食店を地物として収集する．

• レストラン >居酒屋・ダイニングバー

• バー・お酒
§食べログ: https://tabelog.com/
¶食べログジャンル一覧: https://tabelog.com/cat lst/

表 5: 経験-地物行列
g1 g2 · · · gk · · · gn

e1 s11 s12 · · · · · · · · ·
...

e2 s21 s22 · · · · · · · · ·
...

... · · · · · · · · · · · · · · ·
...

ej · · · · · · · · · sjk · · ·
...

... · · · · · · · · · · · · · · ·
...

em · · · · · · · · · · · · · · · smn

また，それらの飲食店に投稿されているレビューを収
集する．

4.2 経験-地物行列の作成
本節では，5.2節及び 4.1節で述べた方法で収集した，
経験，地物，地物について言及されたレビューを用いて，
経験-地物行列を作成する方法について述べる．
経験-地物行列とは，ある経験がある地物において享受
できるという情報を集約した行列である．この行列のあ
る行は，ある 1つの経験を表し，ある列は，ある 1つの
地物を表す．行列のそれぞれの成分の大きさは，その行
が表す経験が，その列の表す地物において可能である度
合いを表す．ここで，全経験集合をE = {e1, e2, ..., em}，
全地物集合をG = {g1, g2, ..., gn}とすると，経験-地物行
列は表 5のように表される．ただし，ej ∈ E, gk ∈ G(j =

1, 2, ...,m, k = 1, 2, ..., n)である．行列中の成分 sjk は，
経験 ej が地物 gk において可能である度合いを表す．た
とえば，経験-地物行列の一部に表 6のような部分がある
とする．この場合，経験 e = (飲む，Null，{ちょっと })
という経験が地物 g = Ace cafeにおいて可能な度合い
が 4.0である．
経験-地物行列の作成方法について説明する．まず，行
列の各行が表す経験については，3.章と同様に，経験を
構成する修飾語が 1つのもののみを扱う．
次に，行列の各列が表す地物については，4.1で収集
した地物を用いる．その中でも，経験-地物行列の作成に
は，1つ以上のレビューが投稿されている地物のみを用
いる．
行列の各成分の値については，それぞれの地物に投稿
されたユーザのレビュー中で，それぞれの経験について
言及されているレビューの頻度を計測することで定める．
行列中の成分 sjk の値は，地物 gk に投稿されているレ
ビューのうち，レビュー文章中で経験 ej についての記述
されているレビューの数とする．ここで，経験 ej につい
ての記述がされているとは，レビュー文章中に，経験 ej

の修飾語mと動詞 v =飲むという単語がともに含まれ



表 6: 経験-地物行列の例

· · · 鱗

A
c
e
c
a
f
e

鳥
貴
族
木
屋
町
店 · · ·

... · · · · · · · · · · · · · · ·
(飲む，Null，{ちょっと }) · · · 1.0 4.0 2.0 · · ·
(飲む,Null，{女性と }) · · · 2.0 3.0 0.0 · · ·

... · · · · · · · · · · · · · · ·

ていることを指す．たとえば，地物 g = Ace cafeに投稿
されているレビューのうち，経験 e = (飲む，Null，{ちょ
っと })という経験を含む，すなわち，「ちょっと」と「飲
む」という単語をともに含むレビューが 4つであれば，
表 6の例ようになる．
以上のように，収集した経験，地物，及びレビューを

用いて，経験-地物行列を作成する．
こうして作成した経験-地物行列を用いて，経験 ej を

享受できる地物を検索する際には，sjk > 0となるよう
な地物 gkを，sjk > 0の大きい順にランキングして出力
する．たとえば，表 6で値の記載がある 2×3の部分が経
験-地物行列の全体であるとすると，「女性と飲む」とい
う経験を享受できる地物を検索する場合，入力は ej = (

飲む，Null，{女性と })であり，出力はランキング上位
から，g = Ace cafe，g =鱗となる．
しかし，現状の経験-地物行列はスパースであるという

問題がある．地物ごとに投稿されているレビュー数には
おおきなばらつきがあるため，ある地物を表す列には値
があまり入っていないということが起きる．また，経験
によってはレビュー内に記載が少ないようなものもある．
そのような経験を表す行には値があまり入らない．上記
の理由から，現在の経験-地物行列はスパースである．
そのため，現在の経験-地物行列を用いた，経験による

地物の検索は十分ではない．この問題を解決するため，
3.章で行った，経験の類似性判定を用いて，経験と地物
の対応関係を補う．

4.3 経験の類似性判定による行列の拡張
3.章で行った，経験の類似性判定を利用して，経験と

地物の対応関係を補うことで前節で作成した経験-地物
行列を拡張する．そうすることで，行列がスパースであ
るという問題を解消し，十分な，経験による地物の検索
を行おうと試みる．
前節で作成した経験-地物行列の j 行目の成分を表す

ベクトルを

e⃗j = (sj1, sj2, · · · sjk, · · · sjn)

と表す．ここで，行列の j行目が表す経験と類似度が
高い上位 3つの経験が表される行の成分を表すベクトル
e⃗j1, e⃗j2, e⃗j3 について，以下のような計算を行う．

e⃗j
′ = simj1 ∗ e⃗j1 + simj2 ∗ e⃗j2 + simj3 ∗ e⃗j3

ただし，simj1, simj2, simj3は，行列の j行目が表す経験
と類似度が高い上位 3つの経験との類似度である．この処
理をすべての行に対して行い得られた e⃗j

′(j = 1, 2, · · ·m)

を用いて経験-地物行列を再作成する．
こうして新たに得られた経験-地物行列を用いて，経
験による地物の検索を行う．
また，前述のように経験どうしの類似性を判定して，
地物と経験の対応関係を補うというのは，情報検索の
分野でよく用いられる，LSA(Latent Semantic Analysis

; 潜在意味解析)[1]などの次元圧縮の手法に近しい．レ
ビューから得られた地物と経験の対応関係を数値化し，
各行が経験を，各列が地物を表すような行列で表した場
合，スパースな行列が作成される．この行列に対して，
LSA等の次元圧縮の手法を適用することで，実質的に似
た経験どうしをクラスタリングして扱うことができる．
こうすることで，地物と経験の対応関係を補い，経験に
よる地物の検索が実現される．このような次元圧縮の手
法を用いて，地物と経験の対応関係を補う手法について
も実験，及び評価を行い経験の類似性判定による手法と
の比較を行う．

5. 経験の収集
本章では，実際にユーザが検索したいという需要のあ
る経験を，CQAコーパスより抽出する手法について説
明する．
特に本稿では，「しっぽりお酒を飲む」や「女性とちょっ
とお酒を飲む」などの，「お酒を飲む」という経験に関す
るようなものに焦点を当てる．また，出力である地物を，
バーや居酒屋などの飲食店に限定する.

そのようなユーザに検索の需要がある経験を抽出する
ため，CQAコーパスを利用する．CQAコーパスには，
「四条河原町で女性とちょっと飲むのにいい場所を知りま
せんか？」というような，ある経験を享受できる地物を
尋ねているような質問と，それに対する回答が多数存在
する．そのような質問を分析することで，実際にユーザ
が享受できる地物を求めているような経験を抽出する．



表 7: 経験の享受できる地物を尋ねる質問文の例

(1) 彼女と楽しく飲める居酒屋があれば教えて
ください。
(2) 渋谷で静かに飲める場所ありますか？
(3) 新宿か下北沢で女一人でも飲める場所あり
ますか？
(4) ２人で落ち着いて飲める、個室の居酒屋を
探しています。

5.1 使用する質問
本研究では CQAコーパスとして Yahoo!知恵袋∥を利

用する．Yahoo!知恵袋ではそれぞれの質問がカテゴリ
ごとに分類されている∗∗．その中でも本稿では，以下に
示すカテゴリに分類されている質問を対象に，パターン
マッチングによる経験の抽出を行う．

• 暮らしと生活ガイド >料理

• レシピ >飲食店

5.2 経験の抽出
本節では，CQAコーパスを利用した経験の抽出方法

について述べる．このような CQAコーパスには，「四条
河原町で女性とちょっと飲むのにいい場所を知りません
か？」というような，ある経験を享受できる地物を尋ね
ているような文を含む質問文章が多数存在する．そのよ
うな質問文章中の質問文の中で，「お酒を飲む」という経
験に伴うような経験の享受できる地物を尋ねているもの
をいくつか表 7に例示する．このような質問文を分析す
ることで，実際にユーザが経験を享受できる地物を求め
ているような，経験を抽出する．
本手法では，CQA上の質問文章から経験を抽出する

ため，対象となる質問文章に対し以下のような前処理を
施す．まず，質問文章を読点や記号などの区切りとなる
位置で文に分割する．次に，それぞれの文に対して形態
素解析と係り受け解析を行う．こうして，各文は閉路の
ない有向グラフで表現される．この有向グラフの各ノー
ドは文の各文節に対応しており，ノードは複数の単語の
シーケンスで構成される．また，各エッジは文節の係り
受け関係に対応している．さらに，有向グラフを複数の
有向道に分解することによって，１文を複数の有向道の
集合で表現する. この処理で得られた各有向道とあらか
じめ人手で用意しておいた抽出パターンとのマッチング
を行うことで，質問から経験を抽出する．
質問文章からの経験の抽出パターンを正規表現で表し

たもののすべてを表 8に列挙する．パターン中の [a/b]

∥Yahoo!知恵袋:https://chiebukuro.yahoo.co.jp/
∗∗Yahoo!知恵袋カテゴリ一覧:https://chiebukuro.yahoo.co.jp/dir/dir list.php

表 8: 経験の抽出パターンと抽出される経験
抽出パターン 抽出される経験
[x/名詞][と/助詞][飲む/動詞] {xと }
[x/名詞][で/助詞][飲む/動詞] {xで }
[x/名詞][に/助詞][飲む/動詞] {xに }
[x/動詞][て/助詞][飲む/動詞] {xて }
[x/形容詞][飲む/動詞] {x}
[x/副詞][飲む/動詞] {x}
[x/名詞][と/助詞][飲める/動詞] {xと }
[x/名詞][で/助詞][飲める/動詞] {xで }
[x/名詞][に/助詞][飲める/動詞] {xに }
[x/動詞][て/助詞][飲める/動詞] {xて }
[x/形容詞][飲める/動詞] {x}
[x/副詞][飲める/動詞] {x}

表 9: 抽出されたの経験の例

(1) e = {彼女と,楽しく }
(2) e = {渋谷で,静かに }
(3) e = {新宿か，下北沢で，女一人で }
(4) e = {二人で,落ち着いて }

という表現は，「bという品詞の aという語」を表してい
る．たとえば，「飲む/動詞」という表現は，「動詞である
“飲む”という語」を表す．パターン中の変数 xに当ては
まる単語は経験の修飾語として抽出される．
表 7の例に対して，この経験の抽出パターンを適用し
た場合に抽出される経験を表 9に示す．

6. 今後の課題
本稿では，「女性とお酒を飲む」のような経験を動詞句
で表現したものを入力とし，その経験ができる地物を出
力するという問題に取り組んだ．そのような問題を解決
するため，経験の分散表現による意味類似性判定と経験
価値を提供する地物検索という手法を提案した．現在，
予備実験のみしか実施できていない状況であるため，今
後本格的な実験へと取り組んでいくつもりである．
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